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①
 

戦
国
大
名
に
関
す
る
研
究
史
は
、
戦
前
よ
り
永
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
戦
時
中
の
中
村
吉
治
氏
ら
の
研
究
に
つ
い
で
、

②

③

①

①

③

 

戦
後
に
お
い
て
は
、
付
安
良
城
盛
昭
・
菊
池
武
雄
氏
の
段
階
、
。
伊
東
多
三
郎
・
小
林
清
治
・
藤
木
久
士
山
氏
ら
の
個
別
研
究
の

⑦

③

 

段
階
、
同
藤
木
氏
の
「
大
名
領
国
の
経
済
構
造
」
及
び
そ
れ
以
後
の
村
田
修
三
・
宮
川
満
・
藤
木
久
志
氏
の
論
争
の
段
階
、
の

三
段
階
に
大
別
で
き
よ
う
。
以
下
、
こ
の
分
類
に
測
し
て
重
要
な
業
績
を
一
つ
一
つ
検
討
し
、
残
さ
れ
た
問
題
点
を
さ
ぐ
っ
て

み
た
い
。

戦国大名と国人領主制

戦
後
の
第
一
段
階
で
は
、
安
良
城
氏
は
戦
国
大
名
を
本
質
的
に
圧
園
本
所
権
力
と
変
ら
な
い
非
封
建
的
権
力
で
あ
る
と
さ
れ
、

③
 

そ
の
理
由
を
、
家
父
長
的
奴
隷
制
を
基
礎
と
し
て
い
た
点
に
求
め
ら
れ
た
。
安
良
城
説
の
核
心
と
な
る
、
戦
国
大
名
権
力
の
基

礎
が
家
父
長
的
奴
隷
制
で
あ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
太
閤
検
地
の
評
価
と
も
関
連
し
て
、
多
く
の
異
論
な
い
し
修
正
意
見

を
呼
び
起
し
た
。

菊
池
氏
は
遠
江
国
蒲
御
闘
を
分
析
し
、
名
主
の
惣
中
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
く
村
落
体
制
が
解
体
の
過
程
に
あ
っ

⑩
 

た
が
故
に
、
そ
れ
に
基
礎
を
お
い
た
戦
国
大
名
権
力
も
過
渡
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
だ
が
菊
池
氏
の
場
合
、
視
点
は
あ
く
ま
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で
惣
の
中
に
お
か
れ
て
お
り
、
戦
国
大
名
権
力
そ
の
も
の
を
分
析
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
消
極
的
評

56 

価
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
国
大
名
権
力
そ
の
も
の
に
つ
い
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
第
二
・
第
三
段

階
に
な
っ
て
確
立
す
る
。
し
か
し
、
菊
池
氏
の
、
惣
内
部
の
構
成
に
視
点
を
お
い
て
戦
国
大
名
権
力
を
考
え
る
と
い
う
視
角
自

体
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
惣
の
三
類
型
に
し
て
も
、
若
党
・
被
官
方
式
や
寄
子
・
同
心
方
式
に
し
て
も
、
深
め
ね
ば
な
ら
な
い

多
く
の
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
な
お
充
分
な
研
究
の
進
展
を
み
せ
て
い
な
い
。

⑬
 

第
二
段
階
の
研
究
と
し
て
、
小
林
清
治
氏
の
「
伊
達
氏
に
お
け
る
家
土
制
の
成
立
」
は
、
伊
達
氏
の
惣
領
制
の
解
体
と
家
土

制
の
成
立
過
程
に
視
点
を
す
え
、
家
臣
団
形
成
を
、
一
族
と
非
血
縁
の
領
主
武
土
と
の
両
者
が
同
時
に
所
領
安
堵
恩
給
を
受
け

た
点
に
求
め
ら
れ
、
城
下
町
の
成
立
も
家
土
統
制
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
た
。

即
領
主
制
の
進
化
・
強
化
と
の
評
価
に
は
疑
問
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
難
い
。

領
主
|
|
農
民
関
係
、

氏
の
惣
領
制
の
克
服

惣
領
制
の
変
化
の
み
を
み
て
領
主
制
の
進
化
を
と
く

つ
ま
り
惣
領
制
克
服
の
社
会
的
条
件
の
分
析
な
し
に
は
、
戦
国
大

具
体
的
に
は
、
家
臣
|
|
農
民
関
係
が
戦
国
大
名
成
立
以
前
と
以
後

し
か
し
、

名
の
分
国
成
立
も
説
き
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
で
は
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
か
、
等
の
視
角
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
上
杉
氏
知
行
制
の
構
造
的
特

⑫
 

質
」
を
著
わ
さ
れ
た
藤
木
久
志
氏
は
、
上
杉
氏
知
行
制
の
構
成
中
に
お
け
る
地
域
差
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、

「
中
使
」
支
配

の
性
格
、
知
行
制
の
政
策
的
展
開
と
そ
の
指
向
性
に
焦
点
を
る
わ
せ
て
検
討
し
、
石
高
制
の
樹
立
、
そ
の
上
に
立
つ
知
行
分
付

関
係
の
錯
綜
化
、
中
使
支
配
の
体
制
的
確
立
、
膨
大
な
大
名
直
轄
領
の
設
定
、
貢
租
体
系
の
中
核
を
な
す
雑
公
事
賦
役
体
系
か

ら
の
給
人
知
行
権
の
排
除
を
、
戦
国
大
名
の
性
格
を
考
え
る
指
標
と
な
す
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。
藤
木
氏
の
研
究
に
よ
り
、
戦

国
大
名
権
力
の
諸
側
面
は
か
な
り
浮
彫
に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
藤
木
氏
の
研
究
と
い
え
ど
も
、
従
来
の
研

究
と
同
じ
く
大
名
権
力
と
し
て
の
上
か
ら
の
分
析
に
終
っ
て
い
る
点
に
変
り
は
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
諸
側
面
の
有
機
的
関
連

⑬
 

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
次
に
、
佐
脇
栄
智
氏
の
「
後
北
条
氏
の
検
地
」
は
、
後
北
条
氏
の
検
地
が
、
代
替
り
毎
に
税
制
改
革
を



目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
事
、
後
北
条
氏
の
検
地
の
特
質
(
例
え
ば
田
昌
混
合
記
載
、
分
付
記
載
の
な
い
事
)
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
こ
で
も
後
北
条
氏
が
検
地
を
通
じ
て
農
民
を
い
か
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
検
地
に
よ
っ
て
給
人
|
|
農
民
関

係
は
い
か
に
変
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
実
証
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。
西
国
の
戦
国
大
名
研
究
と
し

⑬
 

て
、
河
合
正
治
氏
の
「
戦
国
大
名
と
し
て
の
毛
利
氏
の
性
格
」
で
は
、
毛
利
民
の
家
臣
団
構
成
、
知
行
安
堵
・
充
行
状
の
分
析

に
よ
る
知
行
制
の
推
移
と
そ
の
確
立
過
程
、
各
段
階
に
お
け
る
兵
農
分
離
の
度
合
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
毛

利
民
の
権
力
構
造
を
総
体
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
り
、
大
名
権
力
と
家
臣
団
の
関
係
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
総
じ
て
、
第
二
段
階
で
は
、
家
臣
団
の
形
成
過
程
や
、
直
轄
領
の
性
格
、
貫
高
制
・
石
高
制
の
問
題
、
検
地
な
ど
が
多

く
の
個
別
研
究
に
よ
っ
て
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
の
も
と

に
戦
国
大
名
権
力
を
構
成
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
れ
ず
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

⑬
 

第
三
段
階
の
藤
木
氏
の
研
究
は
、
は
じ
め
て
領
国
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
答
を
与
え
、
領
域
経
済
閏
の
面
よ
り

戦国大名と国人領主制

戦
国
大
名
権
力
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
も
棟
別
銭
・
反
銭
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

守
護
権
の
継
承
と
し
て
よ
い
か
、
欠
落
を
戦
国
期
の
農
民
斗
争
の
一
般
的
形
態
と
す
る
の
は
正
し
い
か
な
ど
の
点
で
疑
問
が
残

る
。
ま
た
藤
木
氏
は
戦
国
大
名
が
検
地
に
基
づ
く
貫
高
制
を
収
取
体
系
の
基
礎
と
し
た
と
述
べ
た
が
、
こ
の
貫
高
制
が
在
地
掌

握
に
も
と
づ
い
た
も
の
か
、
在
地
掌
握
な
し
の
貫
高
制
か
に
つ
い
て
、
村
田
、
宮
川
、
藤
木
三
氏
の
聞
に
論
争
が
ま
き
お
こ
さ

⑬
 

れ
て
い
る
。

以
上
、
戦
後
の
研
究
史
を
概
観
す
る
と
、
個
別
研
究
の
深
化
を
通
し
て
、
よ
う
や
く
そ
れ
を
統
一
す
る
領
国
概
念
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
と
い
え
る
と
思
う
。
ま
た
、
今
ま
で
の
研
究
は
、
菊
池
氏
を
除
い
て
す
べ
て
戦
国

大
名
の
側
か
ら
み
た
戦
国
大
名
権
力
の
分
析
で
あ
り
、
家
臣
層
の
側
か
ら
の
戦
国
大
名
権
力
の
位
置
づ
け
は
ま
だ
な
い
。
そ
れ

に
、
農
民
斗
争
と
戦
国
大
名
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
藤
木
氏
の
研
究
を
も
つ
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
の
国
人
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領
主
が
、
戦
国
大
名
領
国
下
に
組
織
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
意
義
は
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
菊
池
氏
に
代
表
さ

⑬
 

れ
る
「
自
己
の
基
盤
の
内
部
か
ら
の
動
揺
に
対
し
て
、
強
力
な
大
名
権
力
か
ら
の
支
援
を
必
要
と
し
た
」
と
い
う
理
解
が
常
識

と
な
っ
て
い
る
。
一
し
か
し
こ
れ
で
は
、
一
方
で
実
証
さ
れ
て
い
る
国
人
領
主
土
豪
の
農
民
を
も
ま
き
こ
ん
だ
戦
国
大
名
に
対
す

る
反
抗
の
意
味
は
解
き
え
な
い
。
こ
の
問
題
を
と
く
た
め
に
は
、
国
人
領
主
制
下
の
国
人
|
|
農
民
関
係
に
焦
点
を
合
せ
、
国

58 

人
の
農
民
支
配
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
そ
の
結
び
つ
き
に
対
し
戦
国
大
名
は
い
か
な
る
方
策
を
と
っ
た
か
、
そ
れ
は
何

を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
故
に
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
国
人
領
主
制
と
戦
国
大
名

毛
利
氏
領
国
下
の
国
人
H
給
人
を
対
比
し
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
毛
利
氏
の
権
力
に
つ
い
て
は
村
田
氏
が
、
在
地

掌
握
を
後
ま
わ
し
に
し
て
貫
高
制
を
樹
立
し
た
た
め
、
一
た
び
貫
高
制
を
基
礎
に
権
力
編
成
を
行
う
と
、
今
度
は
権
力
が
在
地

⑬
 

の
掌
握
と
新
た
な
高
規
準
の
設
定
を
積
極
的
に
指
向
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
名
権
力
を

⑬
 

固
定
的
に
考
え
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
貫
高
制
に
つ
い
て
は
藤
木
氏
の
批
判
も
あ
る
が
、
毛
利
氏
の
権
力
は
家
臣
層
に

対
し
て
、
も
っ
と
徹
底
し
た
在
地
掌
握
を
め
ざ
す
政
策
を
次
々
打
出
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
の

で
あ
る
。
こ
の
点
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

注
③⑦①⑤④①②①  

『
戦
国
時
代
史
論
』
(
春
秋
社
〉

「
太
閤
検
地
の
歴
史
的
前
提
L
Q
歴
史
学
研
究
』
二
ハ
四
)

「
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
L
Q
歴
史
学
研
究
』
二
ハ
六
〉

『
国
民
生
活
史
研
究
I
生
活
と
政
治
』

「
伊
達
氏
に
お
け
る
家
士
制
の
成
立
L
Q
史
学
雑
誌
』
六
二
|
八
〉

「
上
杉
氏
知
行
制
の
構
造
的
特
質
L
Q
史
学
雑
誌
』
六
九
|
一
一
一
)

『
日
本
経
済
史
大
系
2
』
所
収
。

村
田
修
三
氏
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
権
力
構
造
」
(
『
日
本
史
研
究
」
七
二
一
)

宮
川
満
氏
「
戦
国
大
名
の
領
国
制
L

(

『
封
建
国
家
の
権
力
構
造
』
所
収
〉



戦国大名と国人領主制

⑬⑬⑫@⑮⑬⑫⑫⑪⑩⑨  

藤
木
久
志
民
「
賞
古
同
制
と
戦
国
的
権
力
編
成
」

安
良
城
氏
前
掲
論
文

菊
池
氏
前
掲
論
文

『
史
学
雑
誌
』
六
二
八

『
史
学
雑
誌
』
六
九
|
一
一
一

『
日
本
歴
史
』
一
七
七

『
史
学
研
究
』
五
回

「
大
名
領
国
の
経
済
構
造
」
令
日
本
経
済
史
大
系
2
』
所
収
)

注
①
参
照
。

菊
池
氏
前
掲
論
文

村
田
氏
前
掲
論
文

「
賞
高
制
と
戦
国
的
権
力
編
成
」

(
『
日
本
史
研
究
」
九
一
二
)

ハ
『
日
本
史
研
究
』
九
一
一
一
〉

こ
の
節
で
は
、
国
人
領
主
制
下
の
国
人
の
農
民
支
配
の
特
質
を
検
討
す
る
が
、
ま
ず
国
人
領
主
の
所
領
の
特
徴
を
見
、
次
い

で
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
農
民
支
配
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

中
世
後
期
の
国
人
領
主
の
典
型
で
あ
り
、
後
に
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
領
国
下
で
は
国
衆
と
な
る
山
内
氏
の
所
領
を
み
る
と
、

文
明
十
五
年
段
階
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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ゆ
っ
り
渡
所
々
事

所所所所所所

地
毘
圧
本
郷

下
原
地
頭
領
家

信
敷
東
一
円

同
所
増
分

信
敷
東
西
段
銭

伊
与
本
家
東
西

是
ハ
湯
川
山
本
、

一
所
一
乱
よ
り
あ
っ
け
候
、
同
所
半
済

何
時
も
取
は
な
し
侯
へ
く
侯

一

所

津

口

半

済

所

可可こ
取拘れ
候候三
高其原
山後五〔
被ハ。郎
イ:Cp此ー]
置方期
候へ

所所
以
上
拾
壱
ケ
所

右
本
領
給
分
地
也

文
明
十
五
九
月
廿
六
日

幸
松
殿

う
け
の
地
之
事

岩
成
下
村
領
家

〔小〕
北
条
分

河
北
村
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A

庁
し
ゅ
こ
領

二
月
公
用
先
拾
質
文

一
所
京
着公
用
回
拾
貫
文

4

庁
京
着

二
月
公
用
百
弐
拾
賞

文
な
り

一
所
諮
問
鰭

一
所
京
一
泊
用
廿
貴
文

一
所
京
錯
用
百
拾
貴
文

以
上
六
ケ
所

[外〕

右
此
前
詰
本
領
也
、

戦国大名と国人領主制

文
明
拾
五
服
九
月
廿
六
日

①
 

幸
松
股

矢
野
か
ち
田

本
郷

西
村

下
村
栖
真
院
領

三
ケ
村
同
院
領(涌
室
。

d
r一
乱
よ
り
ゆ
き

方
へ
我
々
下
と
し
て

あ
っ
け
候
、
何
時
も
ち
か
い
候

ハ

L
取
は
な
し
候
へ
く
候

(
山
名
政
豊
)

伊
与
地
頭
か
た
弾
正
殿

御
領
久
し
く
請
地
也

河
北
半
済
村
上
段
領

元
藤
か
た
山

越
中
殿
領

か
き
や

此
外
公
用
可
有
沙
汰
候
状
如
件

豊
通
判

十
五
世
紀
後
半
の
山
内
氏
の
所
領
は
、
「
本
領
L

「
請
の
地
」
よ
り
な
り
、
「
本
領
」
は
さ
ら
に
付
本
郷
、
河
北
村
な
ど
、
郷
、

村
単
位
の
所
領
、
同
地
頭
職
、
領
家
職
な
ど
の
職
と
そ
の
得
分
、
同
半
済
得
分
、
帥
反
銭
、
同
そ
の
他
の
増
分
等
、
い
く
つ
か

の
種
類
の
得
分
に
分
け
ら
れ
る
。
付
、

ωは
山
内
氏
の
在
地
領
主
権
が
本
来
及
ぶ
所
領
で
あ
り
、
倒
、
伺
は
、
後
世
に
出
現
し

6r 



た
賦
課
税
、
つ
ま
り
上
昇
し
た
生
産
力
を
在
地
領
主
が
吸
収
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
反
銭
は
、
守
護

②
 

反
銭
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
守
護
か
ら
給
分
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
単
な
る
在
地
領
主
の
得
分

に
転
化
し
て
い
る
。
信
敷
に
し
て
も
伊
与
に
し
て
も
、
同
じ
在
所
に
生
じ
た
い
く
つ
か
の
得
分
を
ま
と
め
て
一
つ
の
権
利
と
し

て
改
め
て
設
定
す
る
と
い
う
事
は
行
わ
ず
、
国
人
領
主
は
中
世
初
期
以
来
出
現
し
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
得
分
権
を
そ
の
ま
ま
寄

ぜ
集
め
て
、
所
領
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
請
の
地
で
は
、
守
護
・
武
家
・
寺
社
と
上
級
領
主
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
山
内
氏
の
請
代
官
職
が
確
立
し
て
お
り
、
一
般
の
例
よ
り
み
て
、
一
定
の
公
用
を
納
入
す
る
だ
け
で
実
質
上
本
領
と
大
差

な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
伊
与
な
ど
、
本
家
職
・
半
済
得
分
を
本
領
と
し
て
も
っ
て
い
る
地
域
の
、
他
半
分

の
地
頭
方
を
永
年
請
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
あ
わ
せ
る
と
、
山
内
氏
の
領
主
権
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
確
立

し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
河
北
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
譲
状
で
は
、
諸
得
分
の
寄
せ
集
め
と
し
て
し
か

表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
文
明
段
階
の
山
内
氏
の
所
領
と
は
、
諸
権
利
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
得
分
の
増
大
を
次
々
所

領
と
し
て
く
り
こ
ん
で
い
く
事
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
、
国
人
領
主
制
の
本
質
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

志
道
氏
は
毛
利
氏
の
庶
家
で
あ
り
、
毛
利
輿
元
の
こ
ろ
よ
り
執
権
を
勤
め
た
、
毛
利
氏
の
家
臣
団
の
中
で
は
譜
代
に
あ
た
る

家
柄
で
あ
る
が
、
天
正
十
一
年
に
輝
元
の
証
判
を
得
た
志
道
氏
の
所
領
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(
安
芸
高
田
郡
)

一
志
道
村
当
知
行
之
事

一
郡
戸
公
文
分
の
事

一
河
根
信
安
名
之
事

一
有
富
兼
次
名
之
事

一
実
相
寺
々
家
分
之
事

一
下
吉
田
之
内
散
田
七
段
小
之
事
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一
西
条
八
名
之
事

一
中
麻
原
代
官
之
事

一
周
防
之
内
高
尾
弐
百
石
之
事

一
同
国
之
内
田
布
施
廿
三
石
之
事

一
三
輪
之
内
七
段
之
事

一
雲
州
多
久
和
三
百
貫
之
事

以
上

天
正
拾
一
年
正
月
廿
一
日

国
可
(
元
武
)

右
京
亮
判

児
玉
(
元
良
〉

三
郎
右
衛
門
尉
判

粟
屋
つ
冗
宣
(
)

掃
部
助
判

(
元
保
〉
③

志
道
股

戦国大名と国人領主制

天
正
十
一
年
と
い
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
毛
利
氏
の
検
地
も
行
わ
れ
、
戦
国
大
名
権
力
の
確
立
過
程
に
あ
た
る
。
そ
の
こ
ろ

で
さ
え
、
し
か
も
譜
代
と
呼
ば
れ
る
毛
利
氏
家
臣
団
の
中
核
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
所
領
構
成
を
な
し
て
い
た
。
在
所
表
示
、

面
積
表
示
、
米
高
表
示
、
貫
高
表
示
な
ど
、
表
示
基
準
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
公
文
分
、
寺
家
分
、
代
官
職
等
、
高
の
明
確
で

な
い
得
分
収
取
権
も
併
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
毛
利
氏
も
家
臣
の
所
領
に
お
け
る
収
取
権
の
複
雑
さ
を
容
易
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
世
後
期
の
国
人
の
所
領
と
は
、
収
奪
の
性
格
か
ら
み
て
、
付
庄
園
制
下
の
慣
行
に
基
づ
く
職
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
得
分
収
取
権
、
。
十
住
所
・
住
民
に
対
す
る
在
地
領
主
支
配
を
行
な
う
部
分
、
骨
反
銭
・
増
分
等
、
中
世
を
通
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じ
て
高
ま
っ
た
生
産
力
の
増
大
部
分
に
対
す
る
新
た
な
賦
課
権
、
の
三
者
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
(
付
・
り
は
重
な
る
こ
と
が

あ
る
〉
、
そ
れ
ら
が
各
々
、
庄
・
郷
・
名
等
の
圧
閣
制
や
郷
村
制
の
地
域
区
分
の
上
に
、
貫
高
・
米
高
等
の
収
取
単
位
を
ま
と

い
な
が
ら
現
れ
た
た
め
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
国
人
領
主
は
こ
の
複
雑
な
得
分
権
・
支
配
権
を
、
一
定
の
基
準

で
統
一
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
所
領
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
毛
利
氏
の
家
臣
に
対
す
る
所
領
安
堵
も
、
前

期
に
お
い
て
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
い
る
。
中
世
初
期
以
来
生
じ
た
諸
権
利
を
発
生
時
の
ま
ま
集
積
し
て
所
領
を
構
成
す

る
、
こ
れ
が
中
世
後
期
の
国
人
領
主
の
所
領
形
態
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

で
は
、
国
人
領
主
は
な
ぜ
所
領
に
お
い
て
現
状
維
持
を
基
本
と
し
、
所
領
の
複
雑
さ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
は
、
国
人
領
主
の
農
民
支
配
形
態
に
由
来
す
る
と
考
え
る
。

(

三

浦

)

②

筑
前
国
那
珂
郡
清
水
村
は
、
十
五
世
紀
ご
ろ
守
護
代
ク
ラ
ス
の
国
人
で
あ
る
仁
保
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
。
、
氷
享
六
年
の
同
村

①
 

田
数
帳
案
に
よ
れ
ば
、
清
水
村
総
回
数
二
十
五
町
四
反
半
の
う
ち
、
仏
神
免
・
井
料
・
公
文
給
・
地
下
百
姓
用
路
給
を
除
い
た

十
九
町
九
反
半
は
、
九
人
の
人
々
の
保
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
一
人
の
保
有
国
地
は
「
た
う
せ
ん
分
」
「
次
郎
左
衛

門
分
」
の
よ
う
に
「
:
:
:
分
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
保
有
面
積
は
九
反
J
十
町
六
反
半
で
、
一
町
前
後
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
保
有
国
地
は
在
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
分
米
は
一
律
に
反
別
二
斗
を
合
計
田
地
に
乗
じ

さ
ら
に
、

て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
注
目
さ
れ
る
。
反
別
二
斗
と
い
う
の
は
一
般
的
に
み
て
高
い
斗
代
で
は
な
い
。
こ
の
分
米
が

人
為
的
に
定
め
ら
れ
た
一
率
の
年
貢
高
で
あ
る
こ
と
は
、
一
筆
一
筆
の
団
地
の
在
所
を
綿
密
に
注
記
し
て
あ
る
の
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
領
主
仁
保
民
(
三
浦
氏
)
は
、
村
落
の
生
産
高
ま
で
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
一
定
額
の
分
米
を
収
取
す
る
に
と
ど
ま

っ
て
は
い
る
が
、
分
米
負
担
者
の
保
有
地
に
つ
い
て
は
、
一
筆
一
筆
の
耕
地
の
在
所
ま
で
厳
密
に
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
人
領
主
一
般
に
あ
て
は
ま
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
し
て
、
?
:
:
分
」
の
田
地
は
、
一
人
分
、
が
一
カ
所
に

ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
反
J
一
町
の
巾
で
い
く
つ
か
の
在
所
に
分
散
し
て
お
り
、
こ
の
回
数
帳
案
は
、
田
地
の
在
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所
を
基
準
に
ま
と
め
た
の
で
は
な
く
、
人
別
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
「
の
ま
た
L

に

は
次
郎
左
衛
門
分
も
、
た
う
せ
ん
分
も
、
九
郎
四
郎
分
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
別
記
載
で
あ
り
「
:
:
:
分
」
と
い
う
表
現

「
:
:
:
分
」
と

し
か
も
一
率
の
分
米
し
か
仁
保
氏
は
収
取
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

は
、
:
:
:
に
あ
た
る
人
物
に
仁
保
氏
が
安
堵
し
た
給
分
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
給
分
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
層
は
、

を
と
っ
て
い
る
こ
と
、

ほ
と
ん
ど
が
一
町
以
上
の
田
地
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
有
力
農
民
層
あ
る
い
は
そ
の
武
士
化
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
う
ち
最
大
の
田
地
を
保
有
す
る
浄
泉
は
公
文
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
一
定
の
分

米
し
か
収
取
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
給
人
別
の
回
数
帳
し
か
作
製
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
仁
保
氏
が
清
水
村
全
体
に
対
し
て

も
つ
領
主
権
を
行
使
し
て
在
所
把
握
を
綿
密
に
行
っ
た
が
、
給
分
内
で
の
個
々
の
給
人
の
収
取
に
は
、
一
定
の
分
米
を
と
る
以

外
、
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
村
の
、
文
明
十
二
年
の
田
数
帳
案
で
も
、
人
別
記
載
の
形
式
は
踏
襲

さ
れ
て
い
る
。

⑤
 

天
文
二
十
一
年
の
「
豊
前
津
濃
懸
庄
名
寄
帳
し
は
平
賀
家
文
書
中
に
あ
る
が
、
こ
こ
は
詳
密
で
あ
っ
た
ら
い
仰
。
名
寄

帳
の
総
回
数
四
十
一
町
一
反
三
十
代
は
十
四
の
部
分
よ
り
な
っ
て
お
り
、

そ
の
構
成
は

「
恒
富
名
」
等
名
が
六
、
半
名
玉
、

「
桑
本
名
両
人
分
」
、
畠
中
、

不
明
各
一
と
な
っ
て
い
る
。

津
濃
懸
庄
は
、
名
を
基
本
的
な
田
地
の
構
成
単
位
と
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
ま
た
総
回
数
を
現
作
・
不
作
の
割
合
か
ら
検
討
す
る
と
、
四
十
一
町
余
の
う
ち
永
不
作
が
九
町
二
反
、
永
河
成

戦国大名と国人領主制

が
二
反
十
代
あ
り
、
さ
ら
に
当
不
作
が
十
一
町
二
反
二
十
五
代
も
あ
っ
て
、
合
計
不
作
田
は
二
十
町
六
反
三
十
五
代
に
も
の
ぼ

る
。
総
因
数
の
半
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
現
作
田
は
九
町
一
反
二
十
五
代
で
総
回
数
の
約
四
分
の
一
し
か
な
い
。
こ
の
不

作
団
地
の
多
さ
は
、
耕
地
の
実
際
の
状
況
以
上
に
誇
張
さ
れ
た
、
政
治
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
農
民

層
の
負
担
軽
減
問
争
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
前
述
の
名
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
恒
富
名
を

あ
げ
る
と
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l込
口

恒
富
名

66 

一
所
壱
町

阿
ふ
き

一
所
五
段

一
所
一
町

ひ
ゑ
田

六
ッ
お
り

一
所
壱
町

一
所
三
段
内
甲
一
段
坪

内
一
段
御
祭
国

一
所
四
段

遊
ふ
見
や
ノ
ま
へ

ミ
屋
の
脇

一
所
品
川
代

あ
か
ほ
リ

己
上
回
数
四
町
品
川
代

徳
米
玉
石
定
米
側
一
内
野
り

こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
い
わ
れ
る
名
は
、
い
く
つ
か
の
在
所
に
散
在
し
て
い
る
田
地
の
集
積
を
指
し
て
お
り
、

一
つ
の
在
所
を
中

い
く
つ
か
の
名
の
一
部
分
ず
つ
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
い
け
し
り
と
い
う
在
所
に
は
、
米
本

半
名
、
宗
正
名
、
老
薗
名
、
小
薗
半
名
の
各
々
一
部
が
あ
る
。
と
す
る
と
当
時
の
名
は
、
い
わ
ゆ
る
平
安
時
代
以
来
の
名
と
は

異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
合
・
:
:
・
名
」
と
い
う
表
現
も
、
こ
の
場
合
名
が
散
在
団
地
の
集
積
を
指

心
に
み
れ
ば
、

一
名
の
回
数
は
三
町
余
J
四
町
三
十
代
で
あ
り
、
三
町
余
が
多
く
、
半
名
は
ち
ょ

う
ど
そ
の
半
分
に
な
っ
て
い
る
。
「
桑
本
名
両
人
分
し
は
、
桑
本
名
が
二
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
津
濃
懸
庄
で
は
天
文
末
ご
ろ
い
く
つ
か
の
散
在
田
地
を
集
め
て
名
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
一
名

に
つ
き
一
定
の
分
米
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
名
保
有
者
は
そ
の
分
米
納
入
の
義
務
が
あ
り
、
一
名
あ
る
い
は
半
名
が
一
人
あ
て

と
い
う
こ
と
、
が
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
津
濃
懸
庄
は
公
領
で
あ
る
か
ら
、
給
分
を
え
た
の

す
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

の
給
分
に
な
っ
て
い
た
、



は
在
地
有
力
農
民
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
人
領
主
制
下
に
お
い
て
も
、
守
護
大
名
(
大
内
氏
〉
領
国
下
の

公
領
に
お
い
て
も
、
有
力
農
民
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
給
分
の
存
在
が
、
確
認
で
き
る
と
考
え
る
。

国
人
領
主
の
農
民
に
対
す
る
給
分
安
堵
の
例
が
も
っ
と
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
備
中
国
新
見
庄
の
場
合
で
あ
る
。
明

①
 

応
二
年
の
明
重
注
進
状
案
に
よ
れ
ば
、

(
前
略
)

一
、
豊
岡
方
拘
分
拾
弐
貫
二
百
五
十
文
内
半
分
流
に
廿
余
年
御
免
之
由
申
候
。
近
年
ハ
自
多
治
部
殿
此
半
分
を
も
御
免
候
0

・

一
、
高
瀬
・
中
奥
・
里
二
一
ケ
村
御
百
姓
中
前
も
、
近
年
多
治
部
股
よ
り
給
分
に
被
出
、
叉
者
流
不
作
、
或
者
依
有
忠
被
指
置
、

是
も
減
分
過
分
候
。

(
後
略
)

と
あ
り
、
明
応
以
前
に
国
人
多
治
部
氏
に
よ
っ
て
新
見
庄
の
有
力
農
民
は
保
有
国
地
の
負
担
を
免
除
さ
れ
、

団
地
を
給
分
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
農
民
も
保
有

国
人
領
主
が
領
内
の
農
民
な
い
し
有
力
農
民
に
そ
の
保
有
国
地
を
給
分
と
し
て
安
堵
し
た
場
合
、
農
民
な
い
し
有
力
農
民
が

戦国大名と国人領主制

自
己
の
給
分
内
で
い
か
な
る
方
法
で
収
取
を
行
な
お
う
と
、
そ
れ
は
彼
ら
の
自
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
国
人
領
主
の
規
制
は
、

一
定
の
分
米
上
納
あ
る
い
は
取
得
の
面
し
か
作
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
国
人
領
主
は
、
有
力
農
民
な
い
し
武
士

の
保
有
国
地
の
坪
付
だ
け
で
も
明
確
に
把
握
し
よ
う
と
努
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農
民
に
給
分
と
し
て
安
堵
し
た
た
め
、
国

人
領
主
は
一
定
の
得
分
米
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
田
地
保
有
者
の
保
有
権
を
改
変
し
た
り
、
生
産
高
ま
で
掌
握
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
点
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
人
と
上
級
領
主
と
の
関
係
に
お
い

て
、
現
状
維
持
を
基
本
と
す
る
複
雑
な
収
取
関
係
が
存
続
し
続
け
て
い
る
の
は
、
国
人
が
そ
の
所
領
内
で
農
民
な
い
し
有
力
農

民
に
、
給
分
と
し
て
そ
の
保
有
田
地
を
安
堵
し
、
一
定
の
得
分
米
収
取
の
体
制
で
満
足
し
て
い
る
点
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
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あ
る
。
上
級
領
主
に
対
す
る
納
入
関
係
を
統
一
的
基
準
に
よ
っ
て
整
理
す
る
た
め
に
は
、
所
領
内
の
農
民
の
保
有
国
畠
と
そ
の

68 

生
産
高
と
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
給
分
と
し
て
安
堵
し
て
い
る
以
上
、
保
有
国
白
田
の
坪
付
と
耕
作
者
の
名
前
ま

で
は
明
確
に
で
き
る
が
、
生
産
高
把
握
は
行
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
人
の
、
上
級
領
主
に
対
す
る
関
係
も
、
旧
来
の
諸
種
の

外
被
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
か
た
ち
で
存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
給
分
を
安
堵
さ
れ
た
農
民
側
に
と
っ
て
は
、

彼
ら
の
保
有
権
は
国
人
領
主
の
承
認
の
も
と
に
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
所
有
権
に
近
い
性
質
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

新
見
庄
の
場
合
、
国
人
領
主
が
圧
国
領
主
や
守
護
大
名
に
か
わ
っ
て
在
地
に
支
配
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
時
に
積
極
的
に
と

⑨
 

り
入
れ
た
の
が
、
こ
の
給
分
と
し
て
の
安
堵
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
人
領
主
は
こ
の
保
有
田
地
の
安

堵
を
、
農
民
に
対
す
る
基
本
的
態
度
と
し
て
も
ち
つ
づ
け
ず
に
は
、
支
配
を
確
立
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
新
見
庄
に
お
い

て
、
荘
園
領
主
の
直
務
代
官
や
守
護
の
直
臣
に
か
わ
っ
て
国
人
が
支
配
権
を
確
立
し
え
た
の
は
、
農
民
層
が
望
ん
で
い
た
当
知

は
じ
め
て
承
認
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
国
人
領
主
の
性
格
が
、
農
民
層
の
要
求
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
密

接
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
人
領
主
は
、
自
己
の
存
立
基
盤
で
あ
る
農
民
層
に
対
す
る
保
有

行
の
安
堵
を
、

田
地
の
安
堵
を
く
ず
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
必
然
的
に
、
上
級
領
主
に
対
す
る
関
係
も
旧
態
の

ま
ま
存
続
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
筑
前
で
は
有
力
農
民
に
対
す
る
安
堵
が
永
吉
手
ご
ろ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
備

中
で
は
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
に
な
っ
て
数
段
徹
底
し
た
農
民
個
々
に
対
す
る
安
堵
と
し
て
出
現
し
た
と
い
う
、
質
的
・
時
間

⑮
 

的
差
異
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
備
中
に
お
い
て
国
人
領
主
制
が
確
立
す
る
の
は
応
仁
・
文
明
以
後
で
あ
り
、
ま
た
士
一
挟
は

備
中
に
は
お
こ
っ
た
が
、
国
人
領
主
制
が
早
く
か
ら
順
調
に
発
展
し
た
安
芸
で
は
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
関
連
す
る

と
思
わ
れ
る
。
備
中
で
は
守
護
細
川
氏
が
直
臣
を
荘
園
の
代
官
や
国
街
代
官
に
配
置
し
、
上
か
ら
農
民
に
対
し
て
強
圧
的
な
支



配
〈
反
銭
・
守
護
夫
等
の
賦
課
)
を
行
お
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
反
抗
す
る
農
民
層
は
、
国
人
を
も
ま
き
こ
み
な
が
ら
、
庄
・

郷
を
こ
え
た
一
国
規
模
の
闘
争
を
展
開
し
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
契
機
に
守
護
領
国
制
を
瓦
解
さ
せ
た
の
で
あ
っ
ゆ
こ
の
よ

う
な
地
域
で
は
、
国
人
層
は
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
、
農
民
の
支
持
を
得
、
ず
に
領
主
制
は
展
開
し
え
な
い
こ
と
を
、
他
地
域
の

国
人
層
よ
り
も
一
層
切
実
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
農
民
層
も
、
土
一
挟
を
闘
い
抜
い
た
彼
ら
は
、
他
地
域
の
農
民
よ
り
意

識
的
に
も
成
長
し
て
い
た
。
だ
か
ら
国
人
層
は
守
護
領
国
制
崩
壊
の
後
、
年
来
の
農
民
の
要
求
で
あ
っ
た
当
知
行
の
安
堵
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
制
の
基
盤
を
確
立
し
た
の
で
あ
り
、
農
民
の
保
有
地
安
堵
は
他
地
域
よ
り
も
徹
底
し
て
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
例
え
ば
安
芸
で
は
、
守
護
権
は
弱
く
国
人
層
は
守
護
に
対
し
て
独
立
割
拠
的
な
立
場
を
保

一
技
連
合
に
よ
っ
て
一
一
国
的
封
建
権
力
を
樹
立
し
、
彼
ら
自
身
惣
領
制
的
一
族
結
合
か
ら
家
臣
団
形
成
へ
と
、

⑫
 

権
力
機
構
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
農
民
層
に
対
し
て
安
定
的
な
支
配
を
行
う
保
証
と
は
な
ら

な
い
。
権
力
の
み
に
頼
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
畿
内
・
近
国
の
よ
う
な
土
一
授
の
高
揚
に
よ
っ
て
領
主
の
座
か
ら
引
下
さ
れ
る
こ

持
し
て
お
り
、

と
は
充
分
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
人
層
が
と
っ
た
方
策
が
、
先
述
の
給
分
安
堵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

筑
前
の
場
合
の
よ
う
に
給
分
に
つ
い
て
所
在
は
明
確
に
し
て
い
る
が
、
年
貢
率
は
田
品
を
無
視
し
た
一
定
の
率
で
あ
る
こ
と
、

有
力
農
民
な
い
し
武
士
に
対
す
る
給
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
備
中
と
は
臭
っ
た
古
い
形
態
を
残
し
た
も
の
で
、
直
接
耕
作
者

H
農
民
に
対
す
る
保
有
地
安
堵
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
農
民
層
H
誼
接
耕
作
者
と

戦国大名と国人領主制

国
人
層
と
の
矛
盾
が
、

い
つ
も
充
分
に
発
酵
し
な
い
ま
ま
、
領
主
側
か
ら
の
対
応
に
よ
っ
て
切
抜
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
国
人
領
主
と
し
て
は
同
じ
く
農
民
層
の
保
有
地
安
堵
・
農
民
の
生
産
保
護
を
そ
の
性
格
の
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
領
主
階
級
と
農
民
層
と
の
矛
盾
の
激
発
の
仕
方
の
相
違
に
よ
っ
て
、
確
立
時
期
は
遅
い
が
農
民
に
対
す
る
保
護
・
当
知
行

の
承
認
が
徹
底
し
て
い
る
備
中
の
よ
う
な
国
人
領
主
制
と
、
時
期
は
早
い
が
古
い
残
浮
を
残
し
、
農
民
に
対
す
る
当
知
行
承
認

と
い
う
意
味
で
は
徹
底
し
な
か
っ
た
筑
前
・
安
芸
等
の
国
人
領
主
制
と
の
差
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
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畿
内
に
お
い
て
、
草
島
氏
や
田
代
氏
の
よ
う
に
田
地
の
買
得
集
積
に
よ
っ
て
領
主
権
を
拡
大
し
た
国
人
層
が
基
盤
と
し
て
い

た
も
の
は
、
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
権
で
あ
り
、
畿
内
で
は
そ
れ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
畿
内
周
辺
や
西
国

で
は
、
新
見
庄
の
場
合
の
よ
う
に
、
農
民
層
が
給
分
と
し
て
保
有
地
の
安
堵
を
求
め
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
封
建
的
主
従
関
係

70 

の
外
被
を
ま
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国
人
領
主
が
農
民
層
に
対
し
給
分
安
堵
の
体
制
を
と
っ
た
こ
と
は
、
農

民
を
把
握
す
る
上
で
の
、
庄
国
領
主
と
は
異
な
る
彼
ら
の
新
し
い
面
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
農
民
把
握
も
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
形
態
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
極
槍
と
な
り
、
給
分
内
に
無
制
限
に
領
主
権
を
及
ぼ
す
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
以
上
の
農
民
把
握
を
困
難
に
す
る
と
い
う
矛
盾
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑫⑪⑮⑨③⑦③③③③②
g 
叶
萩
藩
閥
閲
録
」
一
一
一
一
(
以
下
、
『
閥
一
一
一
一
』
の
よ
う
に
記
す
)

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
一
八
五
(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
五
)

関
二
ハ

『
三
浦
家
文
書
』
七
七
(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
四
)

『
一
一
一
浦
家
文
書
』
四
六
(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
四
)

『
平
賀
家
文
書
』
二
四
五
(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
四
)

松
岡
久
人
氏
「
大
内
氏
の
発
展
と
そ
の
領
国
支
配
L
Q大
名
領
国
と
城
下
町
』
所
収
)

「
備
中
国
新
見
庄
史
料
」
四
回
二

拙
稿
「
中
世
後
期
の
農
民
闘
争
と
国
人
領
主
制
」
(
『
日
本
史
研
究
』
九
九
)
参
照
。

注
⑨
に
同
じ
。

注
⑨
に
同
じ
。

拙
稿
「
室
町
・
戦
国
期
の
小
早
川
氏
の
領
主
制
」
(
『
史
林
』
四
九
五
)



前
節
で
検
討
し
た
国
人
領
主
が
、
戦
国
大
名
の
配
下
に
組
織
さ
れ
て
い
く
場
合
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
か
が

次
に
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
毛
利
氏
の
安
堵
・
宛
行
状
を
総
合
的
に
検
討
し
、

い
く
過
程
を
明
瞭
に
示
す
山
内
氏
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

つ
い
で
戦
国
大
名
権
力
の
も
と
に
入
っ
て

①
 

毛
利
氏
の
家
臣
に
対
す
る
安
堵
・
宛
行
状
は
、
次
の
五
段
階
の
変
化
を
み
せ
る
。

戦国大名と国人領主制

③
永
正
l
天
文
十
九
年
の
間
は
名
あ
る
い
は
面
積
表
示
に
よ
る
田
地
を
宛
行
っ
て
お
り
、
特
に
天
文
十
一
ー
ー
十
五
年
の
聞
に

そ
の
形
式
の
宛
行
状
が
多
い
。
ま
た
宛
行
状
の
対
象
と
な
る
地
域
も
安
芸
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
約
五
年
間
が
毛
利
氏
の
大

名
権
力
の
形
成
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
つ
い
で
、
天
文
九
年
に
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
貫
に
よ
る
宛
行
状
が
、
天
文
廿
年
ご
ろ
よ
り
増
加
し
、
ま
た
面
積
表
示
の
宛

行
状
に
も
、
天
文
サ
年
か
ら
は
分
米
・
分
銭
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
弘
治
元
年
か
ら
は
貫
高
表
示
と
な
ら
ん
で
石

足
・
石
前
表
示
も
出
現
し
、
こ
の
年
よ
り
周
防
の
宛
行
状
も
あ
ら
わ
れ
る
。
但
し
こ
れ
は
椙
社
民
の
預
り
を
承
認
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
宛
行
状
に
は
打
渡
坪
付
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
打
渡
の
中
に
は
、
天
文
十
九
年
の
市
川
太
郎
左
衛
門
に
対
す
る
も

②
 

の
の
よ
う
に
、
回
数
、
分
米
、
耕
作
者
名
の
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
毛
利
氏
は
検
地
を
行
な
っ
た
上
で
宛
行
状
を
出

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
永
禄
二
年
ご
ろ
の
検
地
に
は
、
す
で
に
踏
上
分
、
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貫
高
・
石
足
・

石
前
併
用
表
示
は
弘
治
三
年
に
は
急
増
し
、
天
正
九
年
ご
ろ
ま
で
続
き
、
地
域
も
、
安
芸
・
周
防
の
他
、
長
門
・
石
見
・
出
雲

7I 



(
永
禄
五
)
・
備
中
(
天
正
四
〉
・
備
後
・
美
作
・
伯
番
(
天
正
八
)
と
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
天
文
サ
年
ご
ろ
よ
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ま
だ
耕
作
者
と
分
米
H
年
貢
高
掌
握
に
終
っ
て
い
る
。
③
 

@
天
正
十
年
|
十
四
年
の
間
に
も
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
山
内
氏
の
例
を
み
て
も
、
貫
高
で
表
示
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
従
来
の
諸
権
利
関
係
が
大
巾
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
天
正
十
三
一
年
の
粟
屋
氏
に
対
す
る
宛
行
状
も
、
面
積

①
 

表
示
・
貫
高
表
示
・
代
官
職
給
与
地
の
三
者
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
天
文
十
九
年
、
弘
治
三
年
、
永

禄
三
年
、
延
徳
二
年
な
ど
に
与
え
ら
れ
た
給
地
を
、
表
示
方
法
も
そ
の
ま
ま
に
、
全
体
と
し
て
認
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し

り
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
が
、

た
が
っ
て
こ
の
検
地
は
毛
利
氏
に
よ
っ
て
独
自
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
在
地
の
権
利
関
係
を
一
挙
に
整
理
す
る
と
こ
ろ

ま
で
徹
底
し
て
は
行
わ
れ
ず
、
多
く
の
旧
来
の
複
雑
な
権
利
を
残
し
た
ま
ま
で
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て

毛
利
氏
は
家
臣
の
知
行
地
の
実
態
は
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。

@
天
正
十
六
|
|
十
九
年
の
宛
行
状
で
は
、
貫
高
表
示
が
少
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
石
地
・
石
足
と
な
る
。
天
正
十
六
年

に
は
長
門
の
宛
行
状
が
集
中
す
る
が
、
こ
れ
は
宮
沢
門
検
地
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
順
次
宛
行
状
が
発
せ
ら
れ
た
事
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
。
段
階
の
検
地
で
検
出
さ
れ
た
踏
出
分
も
含
め
て
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
十
七
年
に
は
同

様
に
周
防
の
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
。
石
単
位
の
宛
行
状
は
、
天
正
十
九
年
に
は
東
は
出
雲
・
石
見
・
備
中
か
ら
西
は
長
門
・

周
防
に
及
ぶ
広
い
地
域
に
出
さ
れ
て
お
り
、
天
正
十
九
年
の
山
内
氏
の
付
立
の
よ
う
に
、
合
単
位
ま
で
く
わ
し
く
調
べ
ら
れ
て

③
 

い
る
も
の
も
あ
る
。
山
内
氏
の
天
正
十
九
年
の
付
立
は
、
指
出
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
山
内
氏
の
付
立
は
、

石
足
・
石
地
と
い
う
表
示
で
、

せ
い
ぜ
い
升
ま
で
し
か
示
し
て
お
ら
ず
、
多
く
は
何
石
余
あ
る
い
は
何
斗
余
と
い
う
あ
い
ま
い

な
表
現
を
と
っ
て
い
た
の
と
は
異
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
従
っ
て
天
正
十
九
年
ご
ろ
よ
り
生
産
高
把
握
に
近
づ
き
つ
つ

あ
っ
た
事
を
一
不
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
粟
屋
氏
、
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、
天
正
十
三
年
(
@
段
階
〉
に
は
面
積
表
示
で
示
さ
れ

て
い
た
豊
嶋
、
生
田
に
つ
い
て
、
天
正
十
九
年
に
は
、
回
数
・
分
来
・
畠
数
・
代
銭
・
屋
敷
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、



の
よ
う
に
こ
の
段
階
に
は
、

回
数
・
品
数
な
ど
が
前
段
階
よ
り
増
え
て
い
匂
こ

ま
だ
生
産
高
把
握
に
ま
で
至
っ
て
は
い
な
い
が
、
全
体
と
し
て
家
臣
の
給
地
の
内
容
は
毛
利
氏
の

前
段
階
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
表
示
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、

手
に
ほ
ぼ
に
ぎ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑥
文
禄
三
年
|
|
五
年
の
聞
に
は
、
さ
ら
に
一
度
検
地
が
行
わ
れ
た
が
、
一
部
は
天
正
十
九
年
の
検
地
を
そ
の
ま
ま
認
め
る

こ
と
に
終
っ
て
い
る
。
文
禄
三
年
に
備
後
で
石
に
よ
る
充
行
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
年
儀
後
に
検
地
が
行
わ
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
的
に
み
て
、
文
禄
段
階
に
は
屋
敷
が
新
し
く
領
主
権
力
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
事
が

ま
た
検
地
に
よ
っ
て
損
亡
・
所
務
の
額
と
も
正
確
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

注
目
さ
れ
、

慶
長
四
年
以
後
は
再
検
期
に
入
り
、
畝
が
田
地
表
示
の
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

家
臣
団
の
所
領
に
お
い
て
、
@
・
⑨
・
⑧
の
三
段
階
の
差
を
明
瞭
に
示
す
の
は
、
山
内
氏
の
場
合
で
あ
る
。
@
段
階
に
あ
た

⑦
 

る
天
正
十
四
年
に
、
貫
高
表
示
の
書
立
が
作
製
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
検
地
を
基
本
と
し
て
お
り
、
端
書

に
「
右
検
地
之
後
隆
通
領
地
書
出
之
控
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
渡
辺
石
見
守
殿

粟
屋
内
蔵
丞
殿

上
山
与
三
兵
衛
尉
殿
」

戦国大名と国人領主制

書
立

一
本
郷
七
村
漆
百
貫

一
泉
田
参
百
伍
拾
貫

此
内
七
拾
骨
量
信
良
持

同
内
拾
八
貫
鍛
冶
屋
持

一
信
敷
東
西
千
貫

此
内
七
拾
貫
滑
良
持

一
永
江
参
百
五
十
貫
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一
河
北
参
百
五
拾
貫

一
伊
与
森
脇
伍
百
貫

一
高
小
用
漆
百
貫

(
中
略
〉

74 

此
内
百
五
拾
官
三
河
内
持

但
、
此
内
当
国
一
宮
領
数
多
有
之

(
雲
州
)

同一
三
代
神
原
参
百
貫
但
、
此
内
百
五
拾
貫
滑
良
ニ
被
下
候
、
備
後
之
内
本
領
里
山
淵
・
荻
原
其
外
依
不
知
行
、
元
就
様
・
隆
元
様

よ
り
如
此
候
、
向
内
百
五
拾
貫
宇
野
ニ
被
下
候
、
是
茂
荻
原
之
内
本
所
主
(
外
本
領
不
知
行
-
一
付
而
如
此
候

滑
平
四
郎
通
恒
判

宇
野
左
兵
衛
尉
通
治
判

一
日
間
面
拾
八
貫

一
涌
喜
百
捌
拾
貫

一
弐
ケ
村
七
拾
貫

但
、
右
泉
国
三
百
五
拾
貫
之
内
也

河
面
兵
部
少
輔
通
友
判

但
、
七
拾
貫
之
在
所
也
、
近
年

依
検
地
如
此
候
、
御
理
有
之

但
、
隆
通
遺
候

涌
喜
弥
七
郎
通
良
判

合
陸
千
漆
百
捧
拾
貫
也

山
内
新
左
衛
門
尉
隆
通
判

天
正
拾
四
年
二
月
十
二
日

(長〉

渡
辺
石
見
守
段

こ
れ
を
み
る
と
、
検
地
に
よ
っ
て
在
所
ご
と
の
表
示
高
は
大
巾
に
増
大
し
て
お
り
、
例
え
ば
涌
喜
は
七
十
貫
の
在
所
で
あ
っ

た
の
が
検
地
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
百
八
十
貫
の
在
所
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
所
全
体
の
貫
高
を
記
し
た
後
に
、
山
内
氏



の
家
臣
あ
る
い
は
寺
社
の
取
得
分
が
内
訳
と
し
て
-
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
指
出
し
と
は
い
え
、
国
人
領
主
段

階
の
得
分
羅
列
式
の
所
領
付
立
と
は
全
く
異
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
在
所
全
体
の
年
貢
高
H
貫
高
を
ま
ず
設
定
す
る
こ
と

が
、
大
名
権
力
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
陪
臣
の
知
行
高
を
も
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
天
正
九
年
ご
ろ
、
毛
利
氏
が
一
所
衆
所
帯
注
文
を
つ
く
り
、
与
力
H
一
所
衆
H
陪
臣
を
把
握
し
て
い
る
の
と
、
同
じ
趣
旨

の
政
策
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
@
段
階
で
毛
利
氏
が
目
差
し
た
も
の
は
、
検
地
に
基
づ
く
家
臣
団
所
領
の
在
所
ご
と
の
貫
高
に

よ
る
年
貢
高
把
握
と
、
家
臣
・
陪
臣
・
寺
社
等
の
取
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
@
段
階
に
あ
た
る
天
正
十
九
年
の
史
料
を
み
る
と
、

於
備
後
恵
蘇
郡
三
上
郡

一
六
千
七
百
四
拾
石

指
出
前

右
村
付
立

五
百
弐
拾
七
石
八
升
三
合

三
河
内

千
三
百
八
拾
弐
石
六
斗
二
合

伊
与

九
百
三
拾
二
石
一
斗
弐
升
六
合

川
北

弐
千
百
八
拾
七
石
六
斗
四
合

信
敷

戦国大名と国人領主制

九
百
七
石
四
斗
三
升
弐
合

I筒

捌
百
拾
石

本
郷
之
内

以
上
六
千
七
百
四
拾
六
石
九
斗
七
升
弐
合

天
正
拾
九
年

安
国
寺恵
理
判

九
月
廿
五
日
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式
部
少
輔
広
俊
判

飛
弾
守長

判

肥
前
守就
長
判

山
内(
少広
輔週
四)

郎
股③
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こ
こ
で
は
山
内
氏
の
給
地
総
額
は
六
七
四
六
石
九
斗
七
升
二
合
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
正
十
四
年
の
ま
日
立
の
額
六
七
四

O

貫
と
ほ
と
ん
ど
同
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
十
四
年
の
書
立
と
比
べ
る
と
、
在
所
数
は
激
減
し
て
お
り
、
そ
の
か

わ
り
一
在
所
に
お
け
る
表
示
高
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
河
北
で
は
三
五

O
貫
か
ら
九
三
二
石
一
斗
二
升
六

合
へ
、
信
敷
で
一

0
0
0貫
か
ら
一
二
八
七
石
六
斗
四
合
へ
等
で
あ
る
。
こ
の
数
年
間
に
年
貢
高
が
か
く
も
増
大
し
た
と
は
考

え
難
い
か
ら
、
天
正
十
九
年
段
階
に
は
、
山
内
氏
に
対
す
る
給
分
総
額
を
変
え
な
い
事
を
原
則
に
、
検
地
に
よ
っ
て
生
産
高
把

握
を
行
な
い
、
在
所
の
生
産
高
を
か
か
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
在
所
数
を
整
理
・
減
少
さ
ぜ
て
給
地
と
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
に
、
給
人
知
行
地
の
整
理
・
実
質
的
な
給
人
知
行
分
の
減
少
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
正
十
九
年
に
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
家
臣
知
行
分
の
整
理
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
噌

⑬
 

③
の
段
階
の
史
料
と
し
て
、
文
禄
四
年
の
給
地
付
立
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

給
地
付
立
之
事

(
広
通
)

山
内
九
郎
兵
衛
尉

備
後
国
恵
蘇
郡

本
郷
村
之
内

「
惣
国
次
座
替
」
が



一
八
百
拾
石
壱
斗
弐
升
入
合

内
所
務
六
百
八
拾
五
石
壱
斗
弐
升
八
合

代
方
共
ニ
貫
石
ニ
メ

屋
敷
数
弐
百
廿
七
ケ
所
、
内
明
屋
敷
五
ツ
不
役

同

郡

之

内

河

北

村

一
九
百
品
川
弐
石
士
宮
斗
弐
升
六
合

代
方
共
-
一
貫
石
一
一
メ

内
所
務
入
百
品
川
弐
石
壱
斗
弐
升

屋
敷
弐
百
七
拾
三
ケ
所

同
郡
之
内

一
千
三
百
八
拾
弐
石
六
斗
弐
合
代
方
共
貫
石
ニ
メ

内
所
務
千
弐
百
弐
石
六
斗
弐
合

屋
敷
三
百
廿
弐
ケ
所

伊
与
村

同
郡
之
内

三
河
内

一
五
百
弐
拾
七
石
入
升
四
合

代
方
共
ニ
貫
石
-
一
〆

戦国大名と国人領主制

内
所
務
四
百
七
拾
七
石
入
升

屋
敷
百
四
拾
弐
ケ
所

同
国
コ
一
上
郡

一
九
百
七
石
四
斗
三
升
弐
合
高
庄

代
方
共
ニ
貫
石
-
一
〆

内
所
務
同
前

屋
敷
弐
百
四
拾
九
間
市
屋
敷
共
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内
明
屋
敷
拾
弐
間
不
役
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同
郡
之
内

信
敷
庄

一
弐
千
百
八
拾
七
石
六
斗

代
方
共
-
一
貫
石
ニ
メ

内
所
務
同
前

屋
敷
七
百
弐
ケ
所
市
屋
敷
共

内
十
八
不
役

弁
市
六
千
七
百
四
拾
六
石
九
斗
七
升
弐
合

代
方
共
-
一
御
帳
辻

弁
而
内
所
務
六
千
弐
百
九
拾
弐
石
壱
升
入
合

代
方
共
-
一

井
而
屋
敷
数
千
九
百
廿
五
ケ
所

内
参
拾
五
ケ
所
不
役

右
付
立
於
偽
申
者

日
本
国
中
大
小
神
紙
、
殊
厳
嶋
両
大
明
神
・
氏
神
八
幡
大
菩
薩
・
天
満
大
自
在
天
神
可
蒙
御
罰
者
也
、
伺
神
文
如
件

文

禄

四

年

山

内

九

郎

兵

衛

尉

九
月
廿
八
日

国
司
備
後
守
殿

山
田
吉
兵
衛
尉
蹴

こ
こ
で
は
、
給
分
総
額
に
お
い
て
も
在
所
数
の
点
で
も
、
ま
た
一
在
所
あ
た
り
の
石
高
に
お
い
て
も
天
正
十
九
年
と
ほ
と
ん
ど

同
一
で
あ
り
、
こ
れ
を
継
承
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
文
禄
四
年
の
付
立
で
は
、
在
所
毎
に
、
在
所
名
・
高
の
他
に
、



所
務
分
・
屋
敷
数
を
記
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
毛
利
氏
は
、
家
臣
給
地
内
の
屋
敷
分
ま
で
把
握
し

示
し
て
い
る
。

た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
大
名
権
力
が
家
臣
の
給
地
内
の
農
民
層
を
こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
掌
握
し
は
じ
め
た
事
を

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
@
、
@
、
⑧
と
段
階
を
経
る
に
つ
れ
て
、
毛
利
氏
は
家
臣
層
の
給
地
内
部
に
、
年
貢
高
・
陪
臣
知
行

↓
生
産
高
↓
屋
敷
数
と
い
う
ふ
う
に
、
家
臣
知
行
分
の
確
定
と
農
民
把
握
の
手
を
の
ば
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
国
人
領
主
制

が
農
民
層
を
給
分
安
堵
の
か
た
で
と
ら
え
て
い
た
が
故
に
、
戦
国
大
名
権
力
は
国
人
知
行
地
の
掌
握
と
家
臣
団
形
成
を
目
差
す

た
め
に
は
、
必
然
的
に
国
人
|
|
農
民
間
の
切
断
を
目
的
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
、
が
っ
て
次
に
節
を
改
め

て
、
農
民
掌
握
の
程
度
を
示
す
毛
利
氏
の
検
地
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

戦国大名と国人領主制

注
①①⑦①①①①③①  

「
萩
藩
閥
閲
録
」
に
よ
っ
て
い
る
。

⑬ 

以
下
の
叙
述
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、

『
閥
閲
録
遺
漏
』
一
ノ
一
一

後
述
間
七
四

後
述
閥
七
回

閥
二
一
ア
一

間
二
一
ア
一

村
田
修
三
氏
は
前
掲
論
文
で
、
天
正
十
九
年
の
も
の
は
貫
高
制
の
高
を
そ
の
ま
ま
石
高
に
ひ
き
な
お
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
た
が
、
総

高
は
同
一
で
も
そ
の
内
容
に
大
き
な
差
違
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

閥
二
二
ノ
一

7<) 
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毛
利
氏
の
検
地
を
み
る
L

飢
ま
ず
⑧
段
階
に
あ
た
る
天
文
末
よ
り
天
正
十
年
ご
ろ
ま
で
に
打
渡
坪
付
作
製
の
た
め
に
行
わ
れ

た
検
地
は
、
「
上
表
地
検
地
」
と
い
う
例
の
あ
る
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
が
取
上
げ
た
土
地
に
つ
い
て
、
家
臣
側

か
ら
い
え
ば
新
給
に
つ
い
て
主
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
田
数
と
分
米
を
調
べ
あ
げ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
た
だ
中

②
 

に
は
「
:
:
:
拘
」
と
い
う
、
田
地
の
名
目
上
の
耕
作
者
名
ま
で
記
し
た
打
渡
も
あ
る
。

③
 

永
禄
三
年
の
「
阿
賀
郷
検
地
下
札
」
に
よ
る
と
、
児
玉
若
狭
守
の
給
地
四
反
と
屋
敷
二
ケ
所
に
つ
い
て
、
田
地
は
一
筆
毎
の

内
二
反
小
上

回
数
と
上
中
下
の
別
、
「
孫
左
衛
門
」
と
い
う
人
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
以
上
回
数
回
反
内
半
中
」
と
あ
る
。
し
た

内
壱
反
六
十
三
一
タ
下

が
っ
て
こ
の
上
中
下
は
回
日
間
の
差
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
上
田
と
中
田
に
は
各
々
分
米
高
も
記
さ
れ
て
い
る
。
孫
右
衛

門
は
田
地
の
名
請
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
耕
作
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
孫
右
衛
門
が
二
カ
所
も

の
屋
敷
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
耕
作
者
で
は
な
く
土
豪
的
存
在
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

田
数
、
分
米
の
他
に
田
口
聞
の
差
ま
で
確
定
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

①
 

ま
た
天
正
六
年
の
周
防
吉
敷
郡
乗
福
寺
領
検
地
帳
で
は
、
「
宮
ノ
本
国
大
四
斗
神
五
郎
」
と
い
う
よ
う
に
、
在
所
、

回
数
(
畠
数
、
屋
敷
)
、
分
米
(
分
銭
)
、
そ
れ
に
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
こ
の
人
名
が
ど
の
よ
う
な
層
を
指
す
か

と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
人
名
が
い
わ
ゆ
る
百
姓
的
な
名
前
で
あ
る
事
の
他
に
、
「
円
U
屋
敷
一
所
一
貫
文

大
忠
一
四
郎
左
衛
門
」
の
例
が
一
例
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
さ
れ
た
人
名
の
多
く
は
「
作
人
」
で
あ
り
、
こ
の
一
例
の
み
が
「
下
作

永
禄
三
年
当
時
の
検
地
で
、



人
」
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
作
人
、
下
作
人
と
い
っ
て
も
名
目
上
の
区
別
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
実
際
は
田
畠
の

耕
作
者
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
回
は
一
筆
の
面
積
が
大

l
l七
反
ま
で
で
一
、
二
反
保
有
者
が
多
く
、
大

ー
ー
三
反
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
畠
は
小
|
|
一
反
半
で
、
小

l
l
一
反
小
を
も
つ
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

零
細
な
保
有
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
屋
敷
地
の
分
銭
は
二
百
文

l
二
貫
二
百
文
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
差
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
人
名
の
中
に
は
樽
屋
、
修
理
大
工
等
が
あ
り
、
手
工
業
者
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
検
地

に
よ
っ
て
耕
作
者
名
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
時
期
へ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
第
二
節
で
ふ

れ
た
天
文
十
九
年
の
打
渡
に
作
人
名
の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
第
二
段
階
に
お
け
る
検
地
で
、
す
で
に
耕

作
者
把
握
の
方
向
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

③
 

検
地
に
伴
う
「
踏
上
分
」
の
語
も
、
永
禄
三
年
よ
り
現
れ
る
。
路
上
分
も
家
臣
に
対
す
る
給
分
に
加
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

⑦
 

る
が
、
踏
上
分
検
出
の
意
義
は
、
家
臣
知
行
地
に
大
名
権
力
が
積
極
的
に
踏
み
込
ん
だ
事
で
あ
り
、
家
臣
層
の
全
給
地
支
配
を
、

大
名
権
力
の
監
視
の
も
と
に
お
い
た
事
に
あ
る
。
た
と
え
家
臣
の
給
地
に
、
父
祖
伝
来
の
地
を
安
堵
さ
れ
た
例
が
多
い
と
し
て

戦国大名と国人領主制

も
、
検
地
に
よ
る
踏
上
分
検
出
・
田
品
把
握
・
耕
作
者
確
定
の
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
地
に
お
け
る
家
臣
の
農
民
に

対
す
る
洛
意
的
収
奪
は
、
一
歩
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
、
家
臣
の

知
行
は
毛
利
氏
の
関
与
を
全
面
的
に
う
け
る
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
の
余
裕
を
残
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
毛
利
氏

⑦
 

「
帳
外
田
畠
」
を
加
恩
と
し
て
家
臣
に
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

自
身
、

③
 

@
に
あ
た
る
天
正
十
年
|
|
十
四
年
の
検
地
に
は
、
検
地
衆
を
派
遣
し
て
検
地
さ
せ
て
い
る
が
、
天
正
十
四
年
の
榎
本
氏
の

①
 

防
長
の
付
立
を
検
討
す
る
と
、
永
禄
以
来
の
知
行
高
に
つ
い
て
在
所
毎
に
検
地
を
行
い
、
公
固
と
平
田
の
回
数
を
明
ら
か
に
し
、

不
作
川
成
の
回
数
も
調
べ
て
い
る
。
在
所
ご
と
の
知
行
高
が
は
じ
め
に
設
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
上
で
の
検
地
で
あ
る
か
ら
、

作
・
不
作
、
回
数
の
調
査
は
、
給
人
知
行
地
の
生
産
力
状
況
を
概
観
し
た
と
い
う
以
上
の
意
味
は
も
た
ず
、
生
産
力
把
握
に
至

8I 



っ
て
い
な
い
。
山
内
民
の
天
正
十
四
年
の
付
立
に
お
い
て
も
、
年
貢
高
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
事
は
先
に
見
た
。

た
だ
そ
れ

82 

は
検
地
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
正
確
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

⑨
段
階
に
相
当
す
る
天
正
十
六

l
l十
九
年
に
は
、
例
え
ば
天
正
十
七
年
に
周
防
園
都
濃
郡
・
玖
珂
郡
等
で
検
地
が
行
わ
れ

⑪
 

て
い
か
、
こ
の
検
地
に
基
く
天
正
十
九
年
の
安
芸
国
河
戸
村
の
打
渡
坪
付
を
み
る
と
、
田
一
筆
一
筆
に
つ
い
て
各
々
給
人
名

と
作
人
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
給
人
つ
ま
り
毛
利
氏
の
家
臣
と
作
人
H
耕
作
農
民
の
両
者
が
立
体
的
に
毛
利
氏
の
権
力
に
よ
っ

て
把
握
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
ろ
で
も
給
人
の
「
自
作
」
部
分
の
あ
る
事
は
、
兵
農
分
離
の
完
成
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
、
山
内
氏
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
生
産
高
ま
で
毛
利
氏

が
掌
握
し
た
と
考
え
ら
れ
る
地
域
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
給
人
|
|
作
人
関
係
の
把
握
と
と
も
に
、
戦
国
大
名
権
力
が
、
体

制
的
に
農
民
掌
握
を
目
的
と
し
て
働
き
は
じ
め
た
こ
と
を
知
り
う
る
。

文
禄
五
年
(
慶
長
元
年
)
|
|
慶
長
二
年
の
検
地
は
、
③
の
段
階
に
あ
た
る
が
、
大
部
分
は
天
正
十
七
|
|
1
十
九
年
の
検
地

の
結
果
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
湯
浅
氏
に
対
す
る
天
正
十
九
年
の
打
渡
と
文
禄
四
年
の
検
地
高
札
と
は
石
高
が
全

⑫
 

く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
一
部
で
は
こ
の
時
期
に
新
た
に
打
渡
坪
付
を
作
製
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
長
門
国

⑬
 

阿
武
郡
加
年
郷
打
渡
で
は
、
一
筆
毎
の
田
畠
に
給
人
名
と
作
人
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
は
天
正
十
六

l
i十
九
年
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
大
部
分
は
給
人
の
下
に
耕
作
者
が
い
る
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
が
、
給
人
の
「
手
作
」
分
や
「
自

作
」
分
も
七
例
あ
る
。
禄
米
で
は
な
く
、
家
臣
へ
の
土
地
給
与
体
制
の
存
在
と
、
そ
の
耕
作
か
ら
の
未
分
離
の
状
況
が
知
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
田
畠
の
単
位
は
ま
だ
三
百
六
十
歩
H

一
反
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
時
期
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
毛
利
氏
が
家
臣
に

⑬
 

対
し
て
、
公
領
代
官
と
し
て
知
行
を
宛
行
っ
た
も
の
の
多
い
こ
と
と
、
第
二
節
で
み
た
屋
敷
の
把
握
で
あ
る
。
数
度
の
検
地
に

よ
っ
て
家
臣
の
給
地
を
整
理
し
、
生
産
高
と
屋
敷
分
の
把
握
H
農
民
の
掌
握
を
行
う
一
方
、
家
臣
を
単
に
給
人
と
し
て
の
み
と

一
歩
進
ん
で
代
官
化
し
て
い
く
、
と
い
う
の
、
が
こ
の
時
期
の
基
本
政
策
で
あ
っ
た
。

ら
え
る
の
で
な
く
、



「
再
検
」
期
に
入
り
、
そ
の
名
の
如
く
以
前
の
す
べ
て
の
検
地
の
時
期
と
は
全
く
ち
が
っ
た
原

則
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
田
畠
に
は
畝
が
表
示
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
非
課
税
で
あ
っ
た
屋
敷
に
も
は
じ
め

⑬
 

て
代
銭
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
前
の
時
期
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
給
人
名
も
、
こ
の
段
階
に
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

じ
め
て
兵
農
分
離
が
完
成
し
、
毛
利
民

l
l農
民
の
一
一
万
的
な
支
配
隷
属
関
係
が
成
立
し
た
と
い
え
る
。

慶
長
四

l
l五
年
ご
ろ
は
、

戦
国
大
名
毛
利
氏
が
検
地
に
よ
っ
て
掌
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
幾
多
の
曲
折
と
地
域
差
と
を
も
ち
な
が
ら
も
、
以
上
の

よ
う
に
、
田
畠
面
積
・
分
米
・
田
品
↓
耕
作
者
↓
給
人
|
|
耕
作
農
民
・
生
産
高
lv屋
敷
数
と
、
農
民
把
握
へ
と
進
ん
で
い
る
。

し
か
も
、
生
産
高
把
握
と
給
人
|
|
耕
作
農
民
関
係
を
体
制
的
に
つ
か
ん
だ
時
期
が
一
致
し
て
い
る
事
は
、
偶
然
で
は
な
く
、

両
者
を
同
時
に
お
し
す
す
め
る
事
に
よ
っ
て
、
給
人
を
農
民
支
配
か
ら
分
離
し
、
農
民
を
直
接
大
名
権
力
の
基
底
に
と
ら
え
る

こ
と
を
意
闘
し
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
二
政
策
を
検
地
に
よ
っ
て
断
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
人
は
公
領
に
お
い
て
だ

け
で
な
く
、
知
行
地
に
お
い
て
も
代
官
化
の
道
を
歩
む
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
兵
農
分
離
へ
の
道
で

戦国大名と国人領主制

あ
る
。
兵
農
分
離
の
た
め
の
も
う
一
つ
の
方
策
で
あ
る
城
下
町
広
島
の
建
設
が
、
や
は
り
天
正
十
七
年
よ
り
は
じ
ま
っ
て
い
る

⑬
 

こ
と
は
、
⑮
段
階
に
到
っ
て
毛
利
氏
の
領
国
支
配
が
確
立
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
城
下
町
建
設
の
意
図
は
、
城
下
に
屋

敷
を
も
た
な
い
外
号
室
長
下
集
住
に
あ
り
、
広
島
成
立
当
初
、
広
島
町
人
の
主
流
を
な
し
た
初
覗
商
人
は
、
中
世
領

主
の
庶
流
及
び
名
主
層
な
ど
、
武
士
身
分
か
ら
転
化
し
た
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
も
、
天
正
十
六
年
|
|

十
九
年
ご
ろ
に
兵
農
、
兵
商
分
離
の
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
は
毛
利
氏
の
給
人
|
|
農
民
間
の
分
離
政
策

の
裏
面
で
あ
る
と
考
え
る
。
兵
農
分
離
に
よ
り
家
臣
層
が
農
業
経
営
か
ら
離
れ
、
か
っ
一
定
数
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

家
臣
団
へ
の
道
を
関
さ
れ
た
一
族
の
者
が
、
あ
る
い
は
商
人
と
な
る
こ
と
に
活
路
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
以
前
の
段
階
で
は
、
給
人
層
は
農
業
経
営
と
密
着
し
て
い
る
と
と
も
に
貨
幣
経
済
と
も
密
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
天
正
十
六
|
|
十
九
年
の
時
期
に
急
速
に
兵
農
分
離
を
お
し
す
す
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、

一
族
内
で
給
人
↓
代
官
化
の
道

83 



を
歩
む
も
の
と
、
商
人
と
な
る
も
の
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
⑫⑮⑬⑬⑬⑫⑪⑩①③⑦③③①③②①  

閥
六
九

閥
一
四
五

隠
二
ハ
五

『
隠
間
録
遺
漏
」
五
ノ
一
一
一

関
六
九

間
六
九

間
五
七

閥
六
三

閥
一
八

閥
四
一
、
四
三

『
閥
閲
録
遺
漏
』
一
ノ
一
一

閥一

O
四
ノ
ニ

守
閥
閲
録
遺
漏
」
一
一
ノ
三

閥
一
五
五
、
一
四
七
、
九
八
、
七
八
等

『
閥
関
録
遺
漏
」
一
ア
ニ

河
合
正
治
氏
「
城
下
町
成
立
の
問
題
」

注
⑬
に
同
じ
。

い
わ
ば
分
業
の
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
大
名
権
力
に
対
処
し
ょ
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(
『
大
名
領
国
と
城
下
町
』
所
収
)



む

す

び

国
人
領
主
と
農
民
は
、
土
地
保
有
権
の
承
認
・
そ
の
代
償
と
し
て
の
被
官
関
係
を
基
本
と
し
て
、
支
配
隷
属
関
係
を
と
り
む
す

ん
で
い
た
。
畿
内
国
人
領
主
の
買
得
に
よ
る
田
地
あ
る
い
は
質
流
れ
地
の
集
積
は
、
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
権
に
基
づ
い

①
 

て
い
る
事
は
先
稿
で
述
べ
た
が
、
西
国
に
お
い
て
も
、
給
分
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
農
民
保
有
地
で
は
、
同
様
に
か
な
り
強
い
農

民
的
土
地
所
有
権
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
に
対
す
る
保
有
地
の
安
堵
が
、
国
人
領
主
段
階
の
国

人
ー
ー
農
民
関
係
を
基
本
的
に
特
徴
づ
け
て
お
り
、
国
人
の
農
民
支
配
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
戦
国
大
名
は
、

国
人
領
主
制
に
継
起
し
た
領
主
制
と
し
て
、
国
人
領
主
制
の
克
服
と
い
う
歴
史
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
に
、
国
人
ー
ー
ー
農

民
関
係
を
切
り
離
す
こ
と
を
歴
史
的
任
務
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
城
下
町
を
建
設
し
、
家
臣
の
集
住

を
促
す
と
と
も
に
、
従
来
国
人
領
主
が
握
っ
て
い
た
商
業
権
を
大
名
権
力
の
統
制
下
に
お
く
一
方
、
農
村
に
お
い
て
検
地
を
く

り
か
え
し
、
惣
国
座
替
を
敢
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
人
を
給
地
か
ら
切
断
し
て
代
官
化
し
、
給
地
の
生
産
高
、
耕
作
者
、

屋
敷
数
を
確
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
く
り
か
え
す
が
、
国
人
の
農
民
に
対
す
る
土
地
保
有
権
安
堵
で
か
た
く
結
ば
れ
た

国
人

l
l農
民
関
係
を
切
離
す
事
を
目
的
と
し
て
検
地
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
従
来
云
わ
れ
て
き
た
税
制
改
革
な
ど
が
戦
国

戦国大名と国人領主制

大
名
の
検
地
の
大
目
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。
国
人
を
農
民
支
配
か
ら
切
断
し
、
農
民
を
直
接
領
国
支
配
の
基
底
に
お
く
こ
と

が
、
戦
国
大
名
に
課
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
国
大
名
に
反
抗
す
る
、
国
人
・
農
民
を
ま
き
こ
ん
だ
激
し
い
闘
争

が
お
こ
っ
た
の
は
、
戦
国
大
名
の
も
つ
こ
の
歴
史
的
彼
割
の
重
大
さ
に
、
彼
ら
が
気
づ
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
戦
国
大
名
に

と
っ
て
は
、
こ
の
激
し
い
農
民
闘
争
に
直
面
し
た
か
ら
こ
そ
、

一
層
早
急
に
国
人
の
農
民
支
配
を
つ
き
く
ず
す
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
。
貫
高
制
を
設
定
す
る
一
方
、
く
り
か
え
し
検
地
を
施
行
し
て
い
っ
た
事
が
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
農
民
の
側
か
ら

見
れ
ば
、
国
人
領
主
段
階
で
は
、
保
有
権
を
承
認
さ
れ
た
上
は
、
被
官
関
係
の
み
が
農
民
を
束
縛
す
る
条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ

8ヲ



る
か
ら
、
戦
国
大
名
に
よ
っ
て
国
人
H
給
人
の
支
配
か
ら
離
さ
れ
る
こ
と
は
、
む
L
ろ
そ
れ
だ
け
を
み
れ
ば
歓
迎
す
べ
き
事
で

あ
っ
た
。
し
か
も
土
地
を
耕
作
す
る
農
民
あ
る
い
は
給
分
を
も
っ
有
力
農
民
を
名
詩
人
と
し
て
戦
国
大
名
が
掌
握
す
る
限
り
で

し
か
し
検
地
が
進
む
に
つ
れ
て
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
生
産

86 

は
、
そ
の
時
点
で
彼
ら
に
は
何
ら
反
抗
す
る
理
由
は
な
い
。

高
把
握
と
い
う
目
的
は
、
農
民
の
手
に
残
さ
れ
て
い
た
余
剰
分
ま
で
根
こ
そ
、
ぎ
徴
収
す
る
こ
と
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
、
農
民
の
反
抗
を
呼
び
お
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

毛
利
氏
の
戦
国
大
名
と
し
て
の
確
立
期
が
、
秀
吉
政
権
と
の
接
触
時
で
あ
る
こ
と
は
、
秀
吉
政
権
の
影
響
と
い
う
側
面
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
畿
内
で
太
閤
検
地
の
行
わ
れ
て
い
る
時
期
に
、
毛
利
氏
独
自
の
検
地
を
続
行
し
、
三
十
ハ

O
歩
H
H

一
反
制

を
永
く
採
用
し
て
い
た
事
は
、

か
え
っ
て
毛
利
氏
が
独
自
の
領
国
支
配
を
築
き
上
げ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
最
後
に
、
毛
利
氏
の
権
力
は
、
家
臣
団
に
対
す
る
統
制
H
家
臣
の
農
民
支
配
権
の
剥
奪
の
面
で
、
段
階
を
追
っ
て
か
な
り
徹

底
的
に
効
果
を
上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
点
も
、
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。

注
① 

拙
稿
「
中
世
後
期
畿
内
土
豪
の
存
在
形
態
」
(
『
日
本
史
研
究
』
八
二
)
、

所
収
)
参
照
。

「
徳
政
一
授
に
関
す
る
一
考
察
」

(
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』


